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1994年度を振り返って

●繰返し出発点に戻る.....・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・ 中村

●チトラールの娘たち.....................................................藤田千代子

●「幸せだから太ったんだよ」 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．倉松由子
ニー ス

●ニ ヶ 月の見聞で多くの必要性を痛感…… • ….... . ...． ． ．．．． ． ． …… • • 小幡順子

●今度は一人の医師として訪れてみたい…．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．…… 永田高志

●薩実に根をおろす PLS・・・..・・・...........................................中村

哲

哲

ザリーフの絨緞屋＊表紙絵 甲斐大策

ペシャワール会は1983年9月、中村医師のバキスタンでの医療活動を支援する目的で結成されました。
現地の活動を支援するとともに、アジアの人々についての理解を深めていきたいと願っています。
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繰り返し川発点に戻る
PLSが発足し現地基地として強固1こ

夢が現実化するまでは、それは美しい希望です。だが、ひと

たび作為の思考が忍び込む瞬圃から、変質の種子が宿ります。

私たちの事業とて同様です。いかに遠回りに思えても、私た

ちは繰り返し日分の出発点に戻らねばなりません。

JAMS（日本一アフガン医療サービス）顧問医師

PLS（ペシャワール・レプロシー・サーピス）院長 中村 哲
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1
9
9
4
年
麿
を
振
り
返
っ
て

一

一
九
九
五
年
度
を
以
て
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
活
動
は

十
二
年
目
に
入
り
ま
す
。
毎
年
の
せ
り
ふ
な
が
ら
、
事
の

多
い

一
年
で
し
た
。
「
コ
ウ
ベ
」
と
「
オ
ウ
ム
」
を
経
た

日
本
も
ま
た
し
か
り
で
す
。
し
か
し
、
現
地
で
は

P
L
S

（
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
・
レ
プ
ロ
シ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
）
の
発
足

を
以
て
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
現
地
基
地
が
置
か
れ
た
画
期

的
な
年
で
し
た
。
「
基
地
の
完
成
に
十
一
年
も
か
け
る
の

か
」
と
問
う
む
き
も
あ
り
ま
す
が
、
現
地
事
情
を
知
れ
ば

知
る
ほ
ど
、
問
題
の
深
さ
と
広
さ
が
目
に
つ
き
ま
す
。

流
動
的
と
い
う
言
葉
は
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
は
向
き
ま
せ

ん
。
考
え
て
み
れ
ば
一
時
の
小
春
日
和
り
を
の
ぞ
い
て
、

流
動
的
情
勢
が
日
常
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
ソ
連
の
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
侵
攻
か
ら
そ
の
解
体
ま
で
、
「
イ
ス
ラ
ム
革
命
」

の
勃
興
と
変
質
ま
で
、
人
々
は
あ
る
時
は
熱
狂
し
、
あ
る

時
は
冷
め
、
な
に
も
の
か
に
翻
弄
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
夢

が
現
実
化
す
る
ま
で
は
、
そ
れ
は
美
し
い
希
望
で
す
。
だ

が
、
ひ
と
た
び
作
為
の
思
考
が
忍
び
込
む
瞬
間
か
ら
、
変

質
の
種
子
が
宿
り
ま
す
。
私
た
ち
の
事
業
と
て
同
様
で
す
。

い
か
に
遠
回
り
に
思
え
て
も
、
私
た
ち
は
繰
り
返
し
自
分

の
出
発
点
に
戻
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
の
事
業
は
「
小
さ
く
と
も
美
し
く
」
、
「
空
砲
で

は
な
く
実
弾
」
を
モ
ソ
ト
ー
に
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

実
際
に
は
規
模
は
決
し
て
小
さ
く
は
な
い
け
れ
ど
も
、
巨

大
な
O
D
A
（
政
府
開
発
援
助
）
や
国
連
の
事
業
に
は
比

ぶ
べ
く
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
現
れ
て
は
潰
え
て
い
っ

た
多
く
の
「
国
際
救
援
事
業
」
を
見
る
と
、
自
分
た
ち
の

立
場
が
多
少
分
か
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
変
転
す
る
も

日本人スタッフそろっての回診風祭

の
の
中
に
変
わ
ら
ぬ
も
の
を
見
い
だ
し
、
生
き
た
人
間
の

事
実
に
謙
虚
に
対
す
る
限
り
、
私
た
ち
は
蛇
の
よ
う
に
忍

び
込
む
狂
気
や
虚
構
、
自
己
宜
伝
、
不
安
の
運
動
か
ら
自

由
で
あ
る
で
し
ょ
う
。
「

一
隅
を
照
ら
す
」
と
い
う
心
も

こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
て
「
私
た
ち
の
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
」
は
、
単
な
る

援
助
を
超
え
、
苦
楽
の
分
か
ち
合
い
を
通
し
て
己
を
知
る

縁
と
な
っ
て
き
た
こ
と
を
今
更
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
戦
後
五
十
年
の
節
目
に
当
た
り
、
私
た
ち
も
ま
た
、

戦
争
の
歴
史
的
負
い
目
か
ら
逃
れ
ら
れ
ぬ
こ
と
を
強
調
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
不
戦
の
誓
い
や
謝
罪
は
議
論
す
べ
き

も
の
で
は
な
く
、
実
行
す
べ
き
も
の
で
す
。

一
九
九
五
年
度
も
心
を
合
わ
せ
、
力
を
尽
く
し
て
現
地

事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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らいの典型症状「うらきず」の治療をする PLSスタフ
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一硯
地
の

＿
般
情
勢

一
九
九
四
年
度
も
政
情
不
安
と
イ
ン
フ
レ
に
悩
ま
さ
れ

た
。
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
現
地
活
動
は
十
一
年
を
経
過
し

て
大
局
的
に
―
つ
の
方
向
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
特
に
北

西
辺
境
州
の
ら
い
コ
ン
十
ロ
ー
ル
計
画
で
は
、
ペ
シ
ャ

ワ
ー
ル
会
自
ら
現
地
に

P
L
S
（
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
・
レ
プ

ロ
シ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
）
を
開
設
し
て
治
療
セ
ン
タ
ー
を
成

し
、
画
期
的
な
展
開
と
な
っ
た
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
国
内

で
は
J
A
M
S
（
日
本
ー
ア
フ
ガ
ン
医
療
サ
ー
ビ
ス
）
が

ヌ
ー
リ
ス
タ
ン
に
診
療
所
を
置
く
こ
と
に
よ
り
、
目
標
の

「
僻
地
医
療
」
が
本
格
化
し
て
い
る
。

パ
キ
ス
タ
ン
で
は
、
人
民
党
政
権
の
下
で
イ
ン
フ
レ
が

さ
ら
に
進
み
、
人
々
は
政
治
に
対
す
る
期
待
を
失
っ
た
。

伝
統
志
向
の
強
い
北
西
辺
境
州
で
は
、
プ
ッ
ト
ー
政
権
の

「
親
米
・
欧
化
政
策
」
に
対
し
て
人
々
は
真
っ
向
か
ら
反

旗
を
ひ
る
が
え
し
て
い
る
。
辺
境
自
治
区
の
バ
ジ
ョ
ウ
ル

で
は
武
力
衝
突
が
繰
り
返
さ
れ
た
。
一
方
で
カ
シ
ミ
ー
ル

を
め
ぐ
る
緊
張
が
続
く
と
共
に
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
カ

プ
ー
ル
は
依
然
権
力
の
動
向
が
不
透
明
で
あ
る
。

旧
難
民
の
約
四
分
の

一
、
六
十
ー
八
十
万
人
が
残
っ
て

い
る
と
云
わ
れ
る
が
、
か
な
り
は
地
元
に
定
着
し
て
お
り
、

残
る
キ
ャ
ン
プ
は
自
立
し
て
コ
ロ
ニ
ー
化
し
て
い
る
。
現

在
証
難
民
」
と
呼
び
得
る
の
は
王
に
カ
ブ
ー
ル
か
ら
の
都

市
避
難
民
で
あ
る
。
パ
キ
ス
タ
ン
政
府
は
こ
の
受
け
入
れ

に
消
極
的
で
、
大
部
分
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
側
の
ジ
ャ
ラ

ラ
バ
ー
ド
周
辺
で
テ
ン
ト
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
カ

イ
バ
ル
峠
を
越
え
て
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
ま
で
来
れ
る
者
は
、

少
数
の
中
産
階
級
が
多
い
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
首
都
カ
ブ
ー
ル
は
、
四
年
に
及
ぶ

あ
ら

政
争
で
瓦
礫
と
化
し
、
こ
こ
で
も
人
々
は
全
ゆ
る
政
治
党

派
に
幻
滅
し
た
。
九
四
年
十
月
に
活
動
を
開
始
し
た
タ
リ

バ
ン
（
神
学
生
）
の
グ
ル
ー
プ
も
、
数
ヵ
月
間
の
天
下
に

終
わ
っ
て
、
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
九
五
年

四
月
か
ら
カ
ブ
ー
ル
は

一
時
的
な
平
和
を
得
て
い
る
。
庶

民
た
ち
の
帰
遠
の
動
き
も
始
ま
っ
た
。
し
か
し
、
現
在
の

静
け
さ
が
い
つ
ま
で
続
く
か
は
誰
も
知
ら
な
い
。
た
だ
言

え
る
の
は
、
も
は
や
武
器
を
以
て
は
民
衆
の
支
持
が
得
ら

パ
キ
ス
タ
ン
北
西
辺
境
州
・

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
情
勢

れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

パ
キ
ス
タ
ン
政
府
の
国
策
は
、
難
民
を
パ
キ
ス
タ
ン
領

内
か
ら
締
め
出
し
、
混
乱
を
回
避
す
る
こ
と
に
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
パ
キ
ス
タ
ン
自
身
が
国
内
の
治
安
悪
化
に
悩
み
、

カ
ラ
チ
な
ど
の
大
都
市
は
準
戒
厳
令
状
態
で
あ
る
。
ま
た
、

辺
境
自
治
区
の
反
乱
の
背
後
に
ア
フ
ガ
ン
人
が
い
る
と
さ

れ
、
ア
フ
ガ

ン
難
民
に
対
す
る
風
当
た
り
が
厳
し
い
。
加

え
て
ア
ラ
ブ
系
N
G
o
（
非
政
府
組
織
）
に
よ
る
テ
ロ
事

件
は
、
「
外
国
N
G
o
締
め
出
し
」
の
方
針
を
強
化
さ
せ
た
。

一
九
九
五
年
二
月
、
「
ア
フ
ガ
ン
難
民
の
ス
テ
ー
タ
ス
は

一
九
九
五
年
八
月
を
以
て
終
了
、
全
難
民
を
早
期
に
帰
還

さ
せ
る
」
と
発
表
さ
れ
た
。
当
然
、
難
民
救
援
団
体
も
い

ず
れ
は
そ
の
法
的
根
拠
を
失
う
時
が
く
る
。
ペ
シ
ャ
ワ
ー

ル
在
住
の
ア
フ
ガ
ン
人
、
と
く
に
に
カ
ブ
ー
ル
出
身
者
は

浮
足
立
っ
て
い
る
。

大
方
の
難
民
救
援
団
体
（
約
一
六

0
)
は
既
に
ジ
ャ
ラ

ラ
バ
ー
ド
に
移
っ
て
い
る
が
、
政
治
的
混
乱
で
動
き
が
つ

か
ず
、
実
際
の
活
動
は
周
辺
の
カ
ブ
ー
ル
避
難
民
キ
ャ
ン

プ
に
限
ら
れ
て
い
る
。

J
A
M
S
の
医
療
活
動
は
例
外
的

で
あ
る
。
し
か
し
、
カ
ブ
ー
ル
が
平
和
に
な
れ
ば
一
斉
に

移
動
が
始
ま
る
だ
ろ
う
。
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北
酉
辺
境
州
ら
い
概
饒

m回
へ
の
協
カ
一

九
四
年
度
は
、
一
九
八
四
年
以
来
最
大
の
転
機
と
な
っ

た
。
そ
れ
ま
で
ら
い
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
計
画
が
依
存
し
て
き

た
ド
イ
ツ
の
財
政
支
援
は
五

0
％
削
減
、
拠
点
診
療
施
設

は
公
営
病
院
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院
ら
い
病
棟
共
に
機
能
を

停
止
、
計
画
は
誇
大
な
「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
達
成
宣
言
」
で

暗
礁
に
乗
り
上
げ
て
い
た
。
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ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
は
一
九
九
四
年
十
月
、
ド
イ
ツ
側
の

要
望
も
い
れ
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院
ら
い
病
棟
を
本
格
的
に

再
組
織
し
よ
う
と
図
っ
た
が
、
病
院
当
局
の
非
協
力
で
な

ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
州
政
府
関
係
者
・
ド
イ
ツ
側

(
M
a
r
i
e
 A
d
e
l
a
i
d
e
 L
e
p
r
o
s
y
 C
e
n
t
r
e
)

と
協
議
を
重
ね

た
う
え
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
独
自
に
ら
い
セ
ン
タ
ー
を
開

設
し
て
北
西
辺
境
州
の
登
一
録
患
者
七

0
0
0名
の
合
併
治

療
、
ら
い
関
係
の
全
て
の
検
査
を
一
手
に
引
き
受
け
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
た
。

一
九
九
四
年
十
一
月
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
は
ミ
ッ
シ
ョ

ン
病
院
か
ら
引
き
上
げ
、
独
自
の
診
療
施
設
を
ペ
シ
ャ

ワ
ー
ル
に
開
い
た
。
同
年
十
二
月
八
日
、

P
R
E
P
(
P
e
,

s
h
a
w
a
r
,
k
a
i
 J
A
P
A
N
,
 Rehabilitation E
x
t
e
n
s
i
o
n
 Prag, 

r
a
m
m
e
)

を
州
政
府
の
社
会
福
祉
法
人
と
し
て
登
録
、
こ

こ
に
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
は
独
自
の
現
地
拠
点
を
築
く
に
至

っ
た
。
ら
い
セ
ン
タ
ー
は
P
L
S
(
P
e
s
h
a
w
a
r
L
e
p
'
 

r
o
s
y
 
Service)

の
名
で
、

P

R

E

P
傘
下
の
民
間
医
療

団
体
と
な
っ
た
。

こ
れ
は
各
方
面
の
望
む
と
こ
ろ
で
、
今
後
現
地
ら
い
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
計
画
の
枢
要
を
占
め
る
。

P
L
S
の
現
況
と
役
割

一
九
九
四
年
十
二
月
ま
で
に
全
て
の
準
備
を
完
了
。
一

九
九
五
年
四
月
現
在
、
ス
タ
ッ
フ
ニ
十
九
名
（
う
ち
ア
フ

ガ
ン
人
十
一
名
、
パ
キ
ス
タ
ン
人
十
四
名
、
日
本
五
名
）
、

医
師
―
―
-
、
ら
い
診
療
員
二
、
理
学
療
法
士
一
、
看
護
婦
（
士
）

三
、
医
療
助
手
四
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
三
、
厨
房
二
、
一

般
助
手
三
、
門
衛
二
、
事
務
二
、
検
査
二
、
運
転
手
二
名

よ
り
な
る
。

ら
い
根
絶
計
画
全
体
の
中
の
役
割
は
以
下
の
と
お
り
、

文
字
通
り
の
中
枢
と
な
っ
て
い
る
。

①
ら
い
合
併
症
治
療
サ
ー
ビ
ス

現
在
入
院
設
備
四
〇
床
、
理
学
療
法
、
再
建
外
科
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
基
礎
的
な
ら
い
合
併
症
治
療
の
機
能

の
す
べ
て
備
え
て
い
る
。
州
全
体
の
投
薬
所
（
三
十
七
ヵ

所
）
の
活
動
の
大
き
な
支
え
に
な
っ
て
い
る
。
同
時
に
P

L

S
出
現
に
よ
っ
て
行
政
の
枠
を
超
え
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
東
部
の
患
者
に
も
恩
恵
が
拡
大
、
唯
一
の
治
療
セ
ン

タ
ー
と
し
て
の
役
割
が
増
大
す
る
。

②
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

予
防
用
サ
ン
ダ
ル
の
配
布
を
行
っ
て
い
る
。
患
者
の
変

形
防
止
策
で
重
き
を
な
す
。
月
間
一

0
0
足
を
生
産
。
そ

の
他
の
補
助
装
具
も
作
っ
て
い
る
。

③
訓
練
・
教
育
の
た
め
の
支
援

意
欲
あ
る
ス
タ
ッ
フ
や
患
者
が
再
訓
練
や
研
修
を
希
望

す
る
時
は
、
積
極
的
に
支
援
す
る
。
ま
た
、

P

L

S
自
身

が
小
さ
な
教
育
機
関
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
い
ず
れ
小

規
模
な
学
校
組
織
を
成
し
、
次
世
代
の
育
成
を
図
る
。

④
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

北
西
辺
境
州
の
中
で
最
も
無
視
さ
れ
て
い
る
地
域
に
、

集
中
的
な
定
期
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
実
施
す
る
。
こ
の

際
、
殆
ど
が
無
医
地
区
で
あ
る
の
で
、
ら
い
以
外
の
一
般

診
療
（
結
核
・
マ
ラ
リ
ア
・
腸
チ
フ
ス
な
ど
、
感
染
症
が

主
）
と
組
み
合
わ
せ
て
行
う
。

以
下
の
地
域
が
対
象
で
あ
る
。

（
一
九
九
五
年
四
月
か

,................................................................. 
： ； 
外来診療数 564名：
外傷治療 200名；
人院治療数 31名[
手術 31例：
理学療法 ［ 

拘縮防止訓練 127例：
ギプス治療 117例：

：サンダル・ワークショップ ： 
; : 
： 生産 102足：
： 

！ 配布 lO ! 
： 
(................. ・・・・・・・・・・・--.................................. ; 

ら
チ
ト
ラ
ー
ル
北
部
の
調
企
が
始
め
ら
れ
た
。
）

①
チ
ト
ラ
ー
ル

マ
ス
ツ
ジ
か
ら
ワ
ハ
ン
回
廊
に
至
る
諸
渓
谷
（
ヤ
ル
ク
ン

河
流
域
）

テ
ィ
リ
チ
・
ミ
ー
ル
北
部
山
麓
周
辺
（
ト
レ
コ
ー
地
域
）

バ
ダ
ク
シ
ャ
ン
・
ヌ
ー
リ
ス
タ
ン
（
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
）

隣
接
地
域

②
コ
ー
ヒ
ス
タ
ン

③
デ
ィ
ー
ル

④
バ
ジ
ョ
ウ
ル

⑤
ワ
ジ
リ
ス
タ
ン

⑤
ら
い
菌
検
査

P

L

S
単
独
で
北
西
辺
境
州
全
体
の
検
査
を
引
受
け
て

い
る
。

一
九
九
四
年
度
（
九
五
年
三
月
の
み
一
ヵ
月
間
記
録
あ
り
）

の
実
績
は
次
の
と
お
り
。
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ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
が
関
わ
り
始
め
て
十
二
年
を
経
過
、

今
や
P
I
t
S
の
支
援
な
し
に
北
西
辺
境
州
の
ら
い
根
絶
計

画
は
成
立
し
な
い
。
今
後
も
こ
の
困
難
な
地
域
に
入
っ
て

く
る
団
体
は
な
い
と
思
わ
れ
、
そ
の
重
要
性
は
増
す
。
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
内
戦
の
終
結
に
よ
る
ア
フ
ガ
ン
人
患
者
の

増
加
、
北
部
山
岳
地
帯
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が
拡
大

す
れ
ば
、
更
に
ニ
ー
ズ
が
増
す
だ
ろ
う
。

数
字
に
現
れ
ぬ
大
切
な
意
義
は
、
協
力
に
よ
っ
て
我
々

の
存
在
そ
の
も
の
が
よ
い
協
力
関
係
を
生
み
出
し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
こ
の
分
野
で
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー

ル
会
の
動
き
は
規
模
の
割
に
よ
く
成
功
し
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。

ー、ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
麟
村
医
療
計
圃

一

L'9999
999ヽ
99
9,1,＇
1
1:99
9,
i
ー
1
i
'ー
ー
，＇ー，＇‘f'’L

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の

J
A
M
S
本
部
（
病
院
）
を
中
心
に

カ
ブ
ー
ル
避
難
民
の
診
療
が
積
極
的
に
行
わ
れ
、
既
設
の

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
国
内
診
療
所
、
ダ
ラ
エ
・
ヌ
ー
ル
、
ダ

ラ
エ
・
ピ
ー
チ
に
加
え
て
、
ヌ
ー
リ
ス
タ
ン
・
ワ
マ
地
区

に
新
た
に
診
療
所
が
開
か
れ
た
。
悪
性
マ
ラ
リ
ア
に
対
す

る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
も
継
続
さ
れ
、
担
当
地
区
で
は
マ

ラ
リ
ア
流
行
の
激
減
を
確
認
し
た
。

ヌ
ー
リ
ス
タ
ン
診
療
所
は
J
A
M
S
の
無
医
地
区
診
療

所
の
試
金
石
と
呼
べ
る
も
の
で
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
な
ど
を

含
め
予
防
医
学
的
な
活
動
を
始
め
つ
つ
あ
る
。

一
九
九
四
年
度
は
、
総
数
一
七
一
、
一
九
五
名
の
患
者

が
診
療
を
受
け
た
。
全
体
と
し
て
前
年
度
の
三
％
の
伸
び

に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
一
っ
に
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
病
院

が
多
く
の
カ
ブ
ー
ル
避
難
民
を
診
療
し
た
こ
と
、
二
つ
め

は
ヌ
ー
リ
ス
タ
ン
診
療
所
の
開
設
に
よ
る
。
殆
ど
は
マ
ラ

1
:
9
,
＇
ー
'
!
i
,
1
1
1
,
f
l
'ー

'11,iー'99999911919999,J

年

の
事
禦
計
圃

i

-
1
9
9
5
 

r
9
9

9
9
,
'
ー
，

＇
9
9
,
I

-

9
‘

.

1
,
＇
‘
,
'
｀
‘
~
i

原
則
と
し
て
新
規
の
計
画
は
な
い
。
質
の
充
実
が
先
で

あ
る
。
目
標
を
掲
げ
る
と
、

1
.
P
L
S
の
充
実

こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
、
北
西
辺
境
州
に
お
け
る
「
ら

い
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
計
画
」
の
弱
点
は

□女
性
患
者
の
診
療
、

口
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
来
れ
な
い
遠
隔
地
患
者
へ
の
治
療
・

発
見
活
動
で
あ
る
。
昨
年
度
の
事
業
計
画
に
掲
げ
た
「
ら

い
セ
ン
タ
ー
の
再
組
織
化
」
は
、
予
期
せ
ぬ
急
回
転
で
九

四
年
度
以
内
に
実
現
し
た
。
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
自
然
な
変

化
で
あ
る
か
ら
、
後
は
補
給
に
応
じ
て
充
実
し
て
ゆ
け
ば

よ
い
。今後
の
目
標
は
、

①
よ
い
人
材
を
育
成
・
確
保
す
る
た
め
教
育
体
勢
を
充
実

す
る
こ
と
。

②
ニ
ー
三
年
以
内
に
レ
ン
ト
ゲ
ン
・
検
査
を
備
え
た
完
全

な
病
院
単
位
と
す
る
こ
と
。

③
そ
の
た
め
に
日
本
か
ら
人
材

(
X
線
技
師
、
検
査
技
師
、

看
護
婦
〔
看
護
士
〕
、
医
師
、
事
務
）
を
派
遣
し
、
質
の

向
上
に
努
力
す
る
こ
と
。

④
重
点

H
標
の
地
域
に
集
中
攻
勢
を
か
け
、
し
ら
み
つ
ぶ

し
に
北
西
辺
境
州
・
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
国
境
地
帯
の
ら
い

患
者
等
の
早
期
発
見
を
実
現
す
る
。
こ
の
た
め
、
一
九
九

五
年
度
は
チ
ト
ラ
ー
ル
の
マ
ス
ツ
ジ
地
区
を
当
面
の
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
目
標
に
定
め
、
偵
察
診
療
を
開
始
す

る。 リ
ア
な
ど
の
感
染
症
、
皮
膚
疾
患
、
外
傷
（
小
外
科
）
で
あ
る
。

マスツジで巡回診療する中村医師

⑤
ら
い
の
現
地
語
（
ペ
ル
シ
ャ
語
・
パ
シ
ュ
ト
ゥ
語
）

一
般
む
け
ア
ト
ラ
ス
出
版
準
備
を
完
了
す
る
。

の

2
．
ヌ
ー
リ
ス
タ
ン
・
ワ
マ
診
療
所

水
力
発
電
所
を
完
成
し
、
渓
谷
住
民
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
一
九
九
六
年
度
か
ら
可
能
に
す
る
。
発
電
所
は
、
既
に

工
事
が
終
り
つ
つ
あ
る
。
病
人
を
出
さ
ぬ
村
づ
く
り
が
目

標
で
あ
る
。
本
診
療
所
の
意
義
は
「
山
岳
無
医
地
区
の
診

療
モ
デ
ル
」
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
で
、

J
A
M
S
の
力
量
を

問
う
も
の
で
あ
る
。

3
．
マ
ラ
リ
ア
診
療

爆
発
的
流
行
は
峠
を
越
え
た
も
の
と
見
ら
れ
る
が
、
鎖

静
す
る
ま
で
同
一
地
区
の
診
療
を
継
続
す
る
。
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●1994年度診療実績

外来診療数

141,186名

外傷治療数 終検査数

JAMS総計 6,100名 120,393件

ペシャワール病院

テメルガール診療所

ダラエ・ヌール診療所

ダラエ・ピーチ診療所

53,804 

18,564 

34,211 

21,734 

13,503 

3,460 52,284 

208 10,815 

556 25,053 

702 23,460 

1,174 8,781 ヌーリスタン・ワマ診療所

巡回診療総数（移動診療班） 2,634名

゜
（記録なし）

ペシャワール・ 一般外来と外侮を除く診療総数 21,983名

妊婦・母親教室 14,255 鍼灸治療 3,816 

手術数 755 歯科治療 2,229 

入院治療数 928 

検査内容の内訳 ＊血液一般 便検査 尿検査 らい菌 その他 総計

ペシャワール 9,195 10,574 8,380 281 23,854 * * 52,284 
テメルガール 3,474 2,850 4,370 105 

゜
10,815 

ダラエ・ヌール 8,415 9,367 6,966 

゜
305 25,053 

ダラエ・ピーチ 8,291 7,891 5,732 

゜
1,546 23,460 

ヌーリスタン 1,878 3,422 2,431 2 1. 174 8,781 

逢念貫t 31,253 34,104 27,879 388 26,879 120,393 

＊ 血液一般は、マラリア原虫検壺をルーチンに含む。

＊ ＊ペシャワール病院「その他」の内訳

X線単純写・造影 8,466 

腹部エコー

心電図

脳波

31 
9, 

078 
84 69 

肝機能など血消学的検査

胃・食道内視鏡

病理組織診断

その他

3,652 

2,219 

313 

3,569 

●1994年度ワーカー・ポランティア派遣

1994年度は以下の人々がペシャワール会を通じて派遣され、現地事業に貢献した。

氏名 職種 所属 協力期間

藤田千代子 看護婦 元福岡徳州会病院 1990年9月一現在

倉松由子 理学療法士 元多摩全生園 1992年10月一現在

豊崎朝美 事務 ペシャワール会 1993年4月ー1995年3月

松本繁雄 検査技師 邑久光明園 1993年9月一現在（定期滞在）

95年度には、看護婦の小幡氏が数年の予定で参加。全体に現地事情になじんだ長期ワーカーが

主体となり、安定した協力となっている。今後も継続的な人的協力が望まれる。

(6) 
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●1994年度中に
寄付をいただいた団体

匹幼児軟冑研究会
うら直のIIII会
庫渾ポランプiアガイド
北九州アジア 考える会
問本県9nnI鼠Un』ンクー
S坪ライオンズクラブ
紅M9会 (t高同窯紐子郎）
四砂口3チミストtII岡南
翡騨寺小学俎PTA
玉底暉生共四98合

サンハ•イ項ガサークルデイ―J.9ナヨガサークル
ししのこキャンプ
すみれ．1111

翡席屡
§氾期大学

切泊類
ローグ）ークラプ

瞬柑9元 ‘J¥.ojt,校
II高同窓会
II岡虞科大学Ill)窓会

芦江臣加E9苫
員1匈西ローか） ークラブ
イトンカレッジ
ライオンズクラプ
芍

翌紺繋局

立．雰． 2
VMCAlll麻セン1
ペシ｀・ウール会
米大年法学郎古賃＇ゼミ
校紐グループ
ロプチ•ミス ト北九州一匹
IJJ澤ソロプサミスト
イフォン
幼揖111

紐内岱i訊
ヶ谷校
年田の会
令田の全

校mの会
祖澪蒻応
新冠内れか）ニック
“女学譲大学索軟郎
樟暉こひつじ幼狐illl

麒匿竺し トクラブ
B師間庫生事霞回
叩治記念m
労和シス.,..ムコンサル

召醗嬰霜g綜
如直1唸

高 国濶款百研究会
リスト学直】イン・クーアクト クラブ
法力
スト日111

土珊
阪学U
会

ーアクトクラブ
校
学郎 1-1：：クラス

Ill 
ライオンズクラブ
ゥール会支復布志
.8.ゴルフコンペ

呵塩ンクー

窓短大郎舎
ズメンズクフプ
アクトクラブ

シャワール会
プテスト叔会
llll戟．会

日本基gg督9員閉溢岱裟棗
灼mt血謡舒
JIilピンセンンオ ・ア・バウロ全
損岡ペク＝ャ1伝道戸
品本キリスふ』回J¥i紐町紋会
住ヶ丘パブテスト 全
小倉パプテスト敏会 ・
illl褐学磁パプテスト紋会
天刊1"温富纂会
翻酎会婦人鉱

打畠岡星2

梨雰
佐賀め

芸認温叫［会i年酵拿ス攘岡会
々岡筑紫”伝
日本キリスト

●1994年度ペシャワール会会計報告

一般会計

［収入の部］
1.会費及び寄付①
z.団体指定寄付②
3.事業収入等 ③ 
4.利息雑収入

計
マラリア基金繰入れ
前年繰越

吝

［支出の部］
1.現地活動費
1) JAMS迎営費④
2) PL S等述営費⑤
3)渡航通信費 ⑥ 
4) 国内活動費 ⑦ 
z.広報費
3.事務局貨

計
次年度繰越

合計

特別会計

I 外務省NGO補助事業
［収入の部］
1.外務省NGO補助金
計

［支出の部］
1. JAMS本部運営貨

計

11 国際ボランティア貯金配分事業
［収入の部］
1. 国際ボランティア貯金配分金

t 
［支出の部］
1. アフガン内診療所運営

計

単位（万円）
9,000 

8.000 

7,000 

6,000 

5,000 

4,000 

3,000 

2,000 

1,000 

44, 725, 204 
1,980,000 
240,000 
210,116 

47,155,320 
3,200,000 
12,271,049 

62. 626. 369 9 9 

48,334,155 
36,143,838 
8,265,137 
2,367,945 
l, 557,235 
2,407,856 
2,696,626 

53,438,637 
9,187,732 

62. 626. 369 9 9 

8,000,000 

8,000,000 

8,000,000 

8,000,000 

21,062,000 

21, 062, 000 

21,062,000 

21,062,000 

●大きくなる支援の輪
（事業実績）

①
個
人
――-、
0

九
六
件
、
団
体
一九
一件

②
一
団
体
に
よ
る
助
成
金

鸞
籍
紐
毯
売
却

④
J
A
M
S
医
薬
品
、
医
療
機
器
、
人
件
貨
等

⑤
P
L
S
.
M
H
P
医
策
品
、
医
療
機
器
、
人
件
貨
等

⑥
ス
タ
ッ
フ
渡
航
貨
、
国
際
電
話

⑦
国
内
研
修
費
用
、
講
演
旅
費
等

5,339. 0 

r ---.ー→一→―------------.,： ●1994年度事業額 （支出ペース）
82,500,637円

／ 

事務局費（家賃等）
2,696,626円
(3. 27%) 

8,250.0 

7,503.5亡

I 
7,739.6 

6,983.7 
3.089. 1 I 1(93. 1 %) (93. 8%) 

4,994. I 
(93.5%) 
| 

684.5 
6. 9%) 

i I 、ゑ~2且t, 、|（8~ 0%)1',~. J/U/1 

゜ 1992 1993 1994 

94
年
度
会
計
報
告

，
 

うち現地活動貨

頭軟会 寄
寄
費
付
会
寄
人
休
個
団

I

¥

 

699 
30 
685 
55 
1,097 
91 
1,322 
98 
2.202 
114 
2,722 
159 

¥

I

 

6

1

 

9

9

 

o
l
 

，
 

3
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予
定
で
は
そ
の
日
の
夜
ま
で
に
チ
ト
ラ
ー
ル
ま
で
行
き

着
い
て
、
翌
日
目
的
地
の
マ
ス
ツ
ジ
ヘ
行
く
は
ず
で
し
た

が
、
デ
ィ
ー
ル
の
テ
メ
ル
ガ
ル
で
食
料
品
の
残
り
の
買
い

出
し
を
し
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
ロ
ワ
リ
峠
へ
向
か
い
山
道

が
始
ま
る
と
、
す
ぐ
目
の
前
に
脱
穀
機
が
横
転
し
て
お
り
、

道
を
塞
い
で
い
ま
し
た
。
峠
か
ら
下
っ
て
き
た
人
と
デ

ィ
ー
ル
側
か
ら
上
ろ
う
と
す
る
人
が
、
見
る
み
る
う
ち
に

集
ま
っ
て
き
て
、
機
械
を
起
こ
そ
う
と
し
た
り
、
脇
に
寄

せ
よ
う
と
す
る
け
れ
ど
、
三
十
分
し
て
も
効
果
が
あ
り
ま

せ
ん
。
峠
越
え
が
暗
く
な
る
の
と
、
チ
ト
ラ
ー
ル
着
が
夜

中
に
な
る
の
で
、
結
局
デ
ィ
ー
ル
に
引
き
返
し
て
一
泊
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

四
月
に
来
た
と
き
は
、
も
う
少
し
前
方
の
所
で
崖
崩
れ

道
路
塞
が
り
引
き
返
す

チ
ト
ラ
ー
ル
の
娘
た
ち

皆
様
お
元
気
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
六
月
に
、
ド
ク
タ
ー
中
村
曰
く
の
「
人
さ
ら
い
」

と
「
薬
運
び
」
の
目
的
で
北
西
辺
境
州
北
部
の
チ
ト
ラ
ー

ル
に
行
き
ま
し
た
。朝
七
時
前
に
薬
品
・
医
療
器
具
、
マ
ッ

ト
レ
ス
（
ス
タ
ッ
フ
用
、
チ
ト
ラ
ー
ル
で
は
高
価
な
の
で

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
で
購
入
）
、
野
菜
な
ど
を
積
み
込
ん
で
出

発
し
ま
し
た
。

が
あ
り
、
道
路
ご
と
そ
ぎ
落
と
さ
れ
て
い
た
た
め
、
車
両

が
通
行
止
め
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
と
き
も
デ
ィ
ー
ル
に

引
き
返
し
て

一
泊
し
、
翌
日
徒
歩
で
積
雪
の
ロ
ワ
リ
峠
を

越
え
て
マ
ス
ツ
ジ
に
行
く
チ
ー
ム
と
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
ヘ

引
き
返
す
チ
ー
ム
に
別
れ
た
の
で
し
た
。
本
当
に
何
が
起

き
る
か
わ
か
ら
な
い
も
の
で
す
。

先
に
テ
メ
ル
ガ
ー
ル
で
の
買
い
出
し
の
こ
と
を
述
べ
ま

し
た
が
、
い
か
に
も
女
性
で
あ
る
私
や
も
う

一
人
の
女
性

が
走
り
ま
わ
っ
た
よ
う
に
開
こ
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
私
達
は
車
の
中
で
ボ
ー
ツ
と
し
て
い
た
り
、
少
し

バ
ザ
ー
ル
の
中
を
歩
き
回

っ
た
り
、
空
腹
の
た
め
に
チ
ャ

イ
ハ
ナ
で
つ
ま
み
食
い
を
し
て
い
た
だ
け
で
す
。

ス
タ
ッ
フ
は
な
れ
た
手
付
き
で
野
菜
や
果
物
を
選
び
店

主
と
交
渉
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
買
い
物
は
ほ
と
ん
ど

男
性
が
し
ま
す
。
そ
れ
に
し
て
も
ス
タ
ッ
フ
は
、
四
月
に

チ
ト
ラ
ー
ル
に
来
た
と
き
、
野
菜
に
限
ら
ず
、
マ
ス
ツ
ジ

で
仕
事
を
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
の
値
段
を
、
ペ
シ
ャ

ワ
ー
ル
、
テ
メ
ル
ガ
ー
ル
、
チ
ト
ラ
ー
ル
の
う
ち
で
ど
こ

が
安
い
か
一
っ
―
つ
調
べ
て
き
て
い
た
の
で
鷲
き
ま
し
た
。

今
回
の
メ
ン
バ
ー
は
、

J
A
M
S
の
ア
ー
ベ
ッ
ト
（
看

買
い
出
し
は
男
の
仕
事

P
L
S
（ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
・
レ
プ
ロ
シ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
）看
護
婦

マ
ス
ツ
ジ
の
巡
回
診
療

藤
田
千
代
子

護
士
）
、
ア
ミ
ー
ル
（
カ
メ
ラ
マ
ン
で
あ
り
コ
ッ
ク
で
あ
り
、

要
す
る
に
何
で
も
で
き
る
人
）
、
ワ
ヒ
デ
ウ
ラ
ー
（
検
査

技
師
）
、

P
L
S
か
ら
サ
イ
ー
ド
医
師
、
モ
ハ
マ
ッ
ド
・

ヒ
ダ
ヤ
ッ
ト
ラ
ー
（
ら
い
診
療
員
）
、
藤
田
（
看
護
婦
）
、

安
井
さ
ん
（
女
性
カ
メ
ラ
マ
ン
）
そ
し
て
中
村
先
生
、
ド

ラ
イ
バ
ー
で
し
た
。

違
う
国
へ
来
た
よ
う

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
残
る
雪
渓
を
切
り
開
い
た
道
を
三
時

間
半
か
け
て
ロ
ワ
リ
峠
を
越
え
チ
ト
ラ
ー
ル
側
に
入
る
と
、

同
じ
パ
キ
ス
タ
ン
と
い
う
よ
り
チ
ト
ラ
ー
ル
と
い
う
別
の

国
へ
来
た
よ
う
な
感
じ
を
受
け
ま
し
た
。

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
で
見
慣
れ
た
彫
り
の
深
い
ご
つ
ご
つ
し

た
パ
シ
ュ
ト
ウ
ン
人
の
顔
で
も
な
く
、

J
A
M
S
の
ス
タ

ッ
フ
の
よ
う
に
少
し
は
な
や
か
さ
を
そ
な
え
た
顔
で
も
な

く
、
表
現
し
に
く
い
の
で
す
が
、
顔
や
体
格
ま
で
か
な
り

異
な
る
の
で
す
。言
葉
も
チ
ト
ラ
リ
ー
と
言
い
、
ウ
ル
ド
ゥ PLSの患者を診る藤田看護婦



(9) ペシャワール会報 No.44 1995年7月22日

マスツジでの巡回診療風景

語
、
パ
シ
ュ
ト
ウ
語
と
は
全
く
違
い
ま
す
。

さ
ら
に
北
上
し
、
マ
ス
ツ
ジ
ヘ
近
づ
く
と
、
私
達
の
車

と
す
れ
ち
が
う
男
性
や
小
さ
な
男
の
子
が
片
手
を
上
げ

（
手
を
ふ
る
の
で
は
な
い
）
挨
拶
を
す
る
。
知
人
が
来
た

か
ら
で
は
な
く
、
誰
に
も
そ
う
す
る
習
慣
の
よ
う
で
す
。

と
く
に
小
さ
い
男
の
子
に
、
ス
タ
ッ
フ
が
ど
の
人
に
も
す

る
よ
う
に
、
挨
拶
を
返
す
の
を
み
る
の
は
、
気
持
の
い
い

も
の
で
す
。
一
年
ぶ
り
の
マ
ス
ツ
ジ
で
し
た
。

ス
ワ
ト
地
方
の
約
二
倍
ほ
ど
も
あ
る
チ
ト
ラ
ー
ル
地
方

に
ら
い
の
投
薬
所
が
三
ヶ
所
し
か
な
く
、
そ
の
最
北
地
が

マ
ス
ツ
ジ
で
あ
り
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
ワ
ハ
ン
回
廊
と

の
国
境
ま
で
ず
い
ぶ
ん
距
離
が
あ
り
ま
す
。

マ
ス
ツ
ジ
に
い
る
ら
い
診
療
員
は
、
「
北
部
に
は
必
ず

未
治
療
の
ら
い
患
者
が
い
る
と
確
信
し
て
い
る
が
、
道
路

事
情
の
悪
さ
に
交
通
手
段
が
な
い
こ
と
も
あ
り
、
ど
う
に

も
な
ら
な
い
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

人
口
の
ま
ば
ら
な
せ
い
な
の
か
、
イ
ス
マ
イ
リ
派
と
い

う
違
っ
宗
派
の
せ
い
な
の
か
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
や
カ
ラ
チ

か
ら
あ
ま
り
に
も
離
れ
て
い
る
せ
い
な
の
か
、
事
情
は
よ

く
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
マ
ス
ツ
ジ
は
ま
る
で
見
捨
て
ら
れ

て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。
せ
め
て
バ
イ
ク
ぐ
ら
い
は

支
給
さ
れ
る
べ
き
で
す
。
―
一
年
前
カ
ラ
チ
か
ら
北
西
辺
境

州
へ
二
、

三
十
台
の
バ
イ
ク
が
送
ら
れ
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
病

院
の
ら
い
病
棟
の
庭
に
並
ん
で
い
た
の
を
思
い
だ
し
ま
し

こ。t
 この
道
路
事
情
を
、

P
L
S
で
働
く
ア
フ
ガ
ン
人
の
医

師
に
話
し
た
と
こ
ろ
、
彼
は
真
顔
で
、
「
そ
う
い
う
と
こ

ろ
な
ら
馬
を
使
っ
た
ら
い
い
、
馬
な
ら
山
で
も
谷
で
も
使

え
る
」
と
答
え
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

翌
朝
早
起
き
す
る
と
（
起
こ
さ
れ
て
）
、
速
く
に
雪
を

か
ぶ
っ
た
テ
ィ
リ
チ
ミ
ー
ル
が
、
雲
―
つ
な
い
青
空
に
く

つ
き
り
と
見
え
て
い
ま
す
。
役
得
だ
な
）
と
思
う
ひ
と
時

で
す
。今
日
は
い
よ
い
よ
「
ひ
と
さ
ら
い
」
（
中
村
先
生
冗
談
）

に
行
き
ま
す
。
マ
ス
ツ
ジ
で
仕
事
を
始
め
る
た
め
、
地
元

の
人
を
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の

P
L
S
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
、

再
び
地
九
で
働
い
て
も
ら
お
う
と
い
う
計
画
で
す
。
今
回

は
女
性
二
人
の
候
補
が
あ
っ
た
の
で
、
会
い
に
行
き
ペ
シ

ャ
ワ
ー
ル
に
連
れ
て
帰
る
の
で
す
。
ヌ
ー
ル
・
ベ
ー
ガ
ム

十
六
オ
。

三
人
姉
妹
の
長
女
で
、
私
と
二
人
き
り
で
話
し

を
す
る
時
も
と
て
も
恥
ず
か
し
そ
う
に
し
て
、
ド
バ
タ

（
ベ
ー
ル
）
で
顔
を
隠
し
て
モ
ジ
モ
ジ
し
て
い
ま
す
。
し

幼
い
娘
た
ち

か
し
意
志
は
は
っ
き
り
し
て
お
り
「
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
で
病

院
の
仕
事
を
覚
え
た
い
」
と
言
い
ま
し
た
。

ビ
ー
ビ
ー
・
ハ
ミ
ダ
十
五
オ
。
六
人
姉
妹
、
二
人
兄
弟

の
真
ん
中
あ
た
り
。
体
格
、
精
神
的
成
長
が
と
て
も
十
五

オ
に
見
え
な
い
。
思
わ
ず
「
こ
ん
な
こ
ど
も
を
連
れ
て
い

く
の
だ
ろ
う
か
」
と
胸
が
痛
む
。
ど
う
見
て
も
十
五
オ
に

は
見
え
な
い
が
、
卒
業
証
害
は
そ
う
な
っ
て
い
ま
す
。
ス

タ
ッ
フ
の
話
で
は
、
「
親
が
年
令
を
間
違
え
て
人
学
さ
せ

て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
し
か
し
、

本
人
の
意
志
は
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
あ
り
、
ま
あ
な
ん
と
か

な
り
そ
う
だ
と
思
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

両
方
の
母
毅
に
会
う
と
、
や
は
り
娘
一
人
遠
い
ペ
シ
ャ

ワ
ー
ル
に
や
る
と
い
う
の
で
心
配
そ
う
で
す
。
イ
ス
ラ
ム

教
国
で
は
な
お
さ
ら
の
こ
と
で
し
ょ
う
。
結
局
両
親
の
了

解
を
得
て
、
二
人
と
も
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
行
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

翌
朝
、
中
村
先
生
た
ち
は
、
ワ
ハ
ン
回
廊
と
チ
ト
ラ
ー

ル
の
国
境
に
あ
る
バ
ロ
ー
ゴ
ル
峠
を
め
ざ
し
、
さ
ら
に
北

部
に
向
け
て
診
療
を
か
ね
て
の
調
査
に
出
発
。
サ
イ
ー
ド

先
生
、
安
井
さ
ん
、
私
は
、
一
日
の
休
暇
を
も
ら
い
、
シ
ャ

ン
ド
ー
ル
峠
へ
行
き
、
高
原
の
よ
う
な
峠
を
散
歩
し
た
り

湖
に
映
る
雪
山
を
眺
め
た
り
し
て
の
ん
び
り
と
す
ご
し
ま

し
た
。翌
日
、
私
達
と
一
緒
に
住
ん
で

P
L
S
で
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
受
け
る
女
の
子
二
人
を
連
れ
て
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
ヘ

帰
り
ま
し
た
。

こ
う
し
て
私
達
の
最
初
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が
始
ま

り
、
い
よ
い
よ
念
願
の
地
域
に
足
を
踏
み
込
む
こ
と
に
な

っ
た
の
で
す
。
成
果
の
上
が
る
こ
と
を
祈
ら
ず
に
は
お
ら

れ
ま
せ
ん
。



1995年 7月22日 ペシャワール会報 No.44 (10) 

「
太
っ
た
王
様
」
の
話

五
月
頃
、

P
L
S
の
あ
る
ス
タ
ッ
フ
が
前
よ
り
ふ
く
よ

か
に
な
っ
て
き
た
よ
う
だ
と
別
の
ス
タ
ッ
フ
と
話
し
て
い

た
と
き
、
「
あ
の
人
は
最
近
い
い
も
の
を
食
べ
て
い
る
ん

じ
ゃ
な
い
。
」
と
私
が
軽
い
気
持
ち
で
い
い
ま
し
た
。
す

る
と
彼
は
ま
じ
め
な
顔
を
し
て
、
「
シ
ス
タ
ー
、
そ
う
じ
ゃ

な
い
よ
。
何
か
い
い
こ
と
が
あ
っ
た
ん
だ
。
幸
せ
だ
か
ら

太
っ
た
ん
だ
よ
。
人
間
が
太
っ
た
り
や
せ
た
り
す
る
の
は

食
べ
物
が
原
因
な
の
で
は
な
く
、
心
の
状
態
に
よ
る
ん
だ
。

僕
が
も
っ
て
い
る
、
昔
本
当
に
あ
っ
た
こ
と
を
書
い
た
、

た
め
に
な
る
本
に
こ
ん
な
話
が
あ
る
。
」
と
い
っ
て
次
の

よ
う
な
お
話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

『
大
変
太
っ
た
王
様
が
い
ま
し
た
。
普
通
の
大
き
さ
の
椅

子
に
は
坐
れ
な
く
て
、
特
別
に
大
き
な
椅
子
を
作
ら
せ
る

程
で
し
た
。
王
様
は
や
せ
た
い
と
思
っ
て
国
中
に
自
分
を

や
せ
さ
せ
て
く
れ
る
治
療
師
を
求
め
る
お
ふ
れ
を
出
し
ま

し
た
。
え
ら
い
博
士
や
有
名
な
医
者
が
た
く
さ
ん
集
ま
っ

て
き
て
、
そ
れ
ぞ
れ
治
療
を
試
み
ま
し
た
が
、
王
様
を
や

せ
さ
せ
て
く
れ
る
人
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

お
城
の
前
を
通
り
か
か
っ
た
一
人
の
乞
食
坊
主
が
治
療

師
た
ち
が
つ
め
か
け
て
い
る
の
を
み
て
、
「
あ
れ
は
何
事

P
L
S
理
学
療
法
士

で
す
か
。
」
と
尋
ね
ま
し
た
。
わ
け
を
き
く
と
「
わ
た
し

が
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
」
と
受
付
の
大
臣
に
会
い
ま
し

た
が
、
み
す
ぼ
ら
し
い
身
な
り
を
み
て
大
臣
は
相
手
に
し

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
も
相
変
わ
ら
ず
王
様
は
や
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
大
臣
は
ふ
と
乞
食
坊
主
の
こ
と
を

思
い
出
し
、
王
様
に
話
し
ま
し
た
。
王
様
が
会
っ
て
み
よ

う
と
言
っ
た
の
で
連
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
乞
食
坊
主
は

「
三
日
間
お
待
ち
下
さ
い
。
家
に
あ
る
す
ぐ
れ
た
医
学
害

に
治
療
法
が
か
い
て
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
読
ん
で
研
究
し

て
き
ま
す
。
」
と
い
っ
て
立
ち
去
り
ま
し
た
。

三
日
後
乞
食
坊
主
は
王
様
に
会
う
と
、
「
あ
の
医
学
書

に
よ
る
と
、
あ
な
た
は
一
ヶ
月
後
に
は
死
ん
で
し
ま
う
で

し
ょ
う
。
」
と
言
い
ま
し
た
。
王
様
は
驚
い
て
乞
食
坊
主

を
牢
に
入
れ
、
非
嘆
に
く
れ
て
悩
み
苦
し
み
、
夜
は
眠
れ

ず
、
食
事
も
の
ど
を
通
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

一
ヶ
月
が
す
ぎ
て
す
っ
か
り
や
せ
細
っ
て
し
ま
っ
た
王

様
は
、
「
一
ヶ
月
た
っ
て
も
死
な
な
い
で
い
る
で
は
な
い

か
。
あ
の
乞
食
坊
主
の
言
っ
た
こ
と
は
間
違
っ
て
い
た
。

あ
い
つ
の
首
を
き
っ
て
し
ま
え
。
」
と
い
い
ま
し
た
。
刑

場
に
ひ
か
れ
て
い
っ
て
も
乞
食
坊
主
は
平
然
と
し
て
い
て
、

死
ぬ
前
に
何
か
望
み
は
な
い
か
と
き
か
れ
て
「
王
様
に
も

う
一
度
お
会
い
し
た
い
。
」
と
い
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
伝

「
幸
せ
だ
か
ら
太
っ
た
ん
だ
よ
」

倉
松
由
子

患者さんと対話しながら治療する倉松さん

え
る
と
、
王
様
が
了
承
し
た
の
で
、
面
前
に
つ
れ
て
い
か

れ
ま
し
た
。
乞
食
坊
主
が
「
ど
う
し
て
私
を
死
刑
に
す
る

の
で
す
か
？
」
と
き
く
と
、
王
様
は
「
お
前
が
私
の
命
は

あ
と
一
ヶ
月
し
か
な
い
と
い
っ
た
の
に
、
そ
れ
が
間
違
っ

て
い
た
か
ら
だ
。
」
と
答
え
ま
し
た
。
す
る
と
乞
食
坊
主

は
「
王
様
は
今
、
私
の
こ
と
ば
の
お
か
げ
で
自
分
の
望
み

通
り
に
や
せ
て
し
ま
っ
た
で
は
な
い
で
す
か
。
」
と
言
い

ま
し
た
。
王
様
は
「
あ
っ
。
」
と
驚
き
、
納
得
し
て
、
彼

に
た
く
さ
ん
の
ほ
う
び
を
や
り
、
さ
ら
に
王
女
を
嫁
に
や

り
ま
し
た
。
』

六
月
に
な
っ
て
、
入
院
患
者
数
は
一
―
十
五
人
位
、
そ
の

中
に
は
、
お
父
さ
ん
•
お
母
さ
ん
・
長
男
・
次
女
が
ら
い

患
者
に
新
登
録
さ
れ
た
一
家
も
い
ま
す
（
お
母
さ
ん
は
芙

人
で
お
父
さ
ん
は
ハ
ン
サ
ム
）
。
以
前
に
入
院
し
て
い
た

患
者
の
親
せ
き
が
、
話
し
を
き
い
て
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
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PLSスタッフと倉松さん

山
奥
か
ら
や
っ
て
来
た
の
で
す
。
早
期
に
治
療
を
始
め
た

の
で
、
き
ち
ん
と
薬
を
の
み
続
け
れ
ば
、
後
に
障
害
を
残

さ
ず
に
治
る
で
し
ょ
う
。
女
性
の
ら
い
患
者
も
常
時
四
人

入
院
す
る
よ
う
に
な
り
、
一
緒
に
手
足
の
運
動
訓
練
を
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
元
ら
い
患
者
で

P
L
S
の
看
設
ス
タ
ッ

フ
に
な
っ
た
青
年
が
、
自
分
の
経
験
を
生
か
し
て
、
男
性

の
グ
ル
ー
プ
訓
練
を
担
当
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

先
日
、
ポ
リ
オ
で
左
足
が
マ
ヒ
し
て
し
ま
っ
た
三
オ
の

男
の
子
が
治
療
が
終
了
し
た
元
ら
い
患
者
の
お
じ
さ
ん
に

連
れ
ら
れ
て
入
院
し
て
き
ま
し
た
。
靴
と
装
具
、
そ
し
て

家
庭
で
で
き
る
運
動
訓
練
を
す
る
よ
う
に
、
中
村
先
生
か

ら
処
方
が
出
ま
し
た
。
小
児
の
経
験
が
な
い
私
で
も
、
基

本
が
し
つ
か
り
し
て
い
れ
ば
応
用
が
き
く
の
で
し
ょ
う
が
、

日
本
で
働
い
て
い
た
頃
の
不
勉
強
が
た
た
っ
て
い
ま
す
。

ペ
シ
ャ
ワ
ル
に
あ
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
系
の
障
害
児
施
設
の
装

具
科
や
靴
ワ
ー
ク
シ
ョ
ソ
プ
の
親
方
に
助
け
て
も
ら
っ
て
、

町
を
み
る
の
は
は
じ
め
て
、
車
に
乗
っ
た
の
も
は
じ
め
て

と
い
う
男
の
子
の
手
助
け
に
な
れ
る
よ
う
試
行
中
で
す
。

＇ 

四
月
十
四
日
、
イ
ス
ラ
マ
バ
ー
ド
に
向
か
う
途
中
、
窓

か
ら
カ
ラ
コ
ル
ム
山
脈
が
み
え
た
時
、
”
や
っ
て
来
た
ん

だ
“
と
い
う
実
感
が
し
た
。
昨
年
十
月
に
パ
キ
ス
タ
ン
が

ど
う
い
う
所
か
も
知
ら
ず
に
見
学
に
や
っ
て
き
た
私
に
は
、

日
本
を
離
れ
て
、
十
数
時
間
で
こ
の
様
な
雄
大
な
風
景
と

出
会
え
る
と
は
思
わ
ず
感
動
し
た
も
の
だ
が
、
今
回
は
や

や
緊
張
し
た
気
持
ち
で
な
が
め
て
い
た
。
北
京
か
ら
隣
に

機
乗
し
て
き
た
パ
キ
ス
タ
ン
人
は
三
ヶ
月
間
中
国
で
エ
ン

ジ
ニ
ア
の
仕
事
を
し
て
き
た
と
い
う
。
彼
が
イ
ス
ラ
マ

バ
ー
ド
に
着
陸
し
た
と
同
時
に
、
”
ウ
エ
ル
カ
ム
ト
ゥ
パ

キ
ス
タ
ン
“
と
私
に
ほ
は
笑
ん
で
く
れ
た
為
、
お
ぼ
え
た

て
の
あ
い
さ
つ
で
”
シ
ュ
ク
リ
ア
（
あ
り
が
と
う
ご
と

答
え
た
。
こ
れ
が
初
め
て
使
っ
た
ウ
ル
ド
ゥ
語
だ
っ
た
。

到
着
し
て
か
ら
四
月
中
は
ラ
ッ
キ
ー
な
事
に
、
異
常
気

候
ら
し
く
雨
が
降
り
、
す
ず
し
い
日
が
続
い
た
が
、
さ
す

が
に
五
月
に
入
っ
て
か
ら
徐
々
に
暑
さ
が
増
し
、
こ
こ
一

週
間
前
頃
よ
り
、
常
時
汗
が
ジ
ワ
ジ
ワ
と
に
じ
み
出
る
様

に
な
っ
て
き
た
。
ち
な
み
に
五
月
初
旬
に
日
中
温
度
計
を

外
に
お
い
て
み
る
と
最
高
値
の
五

0
度
ま
で
達
し
て
い
た
。

た
だ
湿
気
が
な
い
為
に
思
っ
た
程
す
ご
し
に
く
い
と
い
う

感
じ
は
し
な
い
。

病
院
は
普
段
は
、
朝
八
時
に
始
ま
り
午
後
五
時
頃
に
帰

P
L
S
看
護
婦

っ
て
く
る
。
月
一
回
の
割
合
で
休
み
を
取
っ
て
い
る
。
夜

勤
者
か
ら
の
申
し
送
り
の
後
、
回
診
が
始
ま
り
、
傷
の
ド

レ
ソ
シ
ン
グ
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
へ
と
別
れ
て
ゆ
く
。

回
診
の
時
、
若
い
女
性
は
恥
し
そ
う
に
ド
バ
タ
（
頭
か
ら

上
半
身
を
覆
っ
て
い
る
布
）
で
顔
を
か
く
そ
う
と
す
る
が
、

目
と
顔
の
一
部
分
は
計
算
さ
れ
た
か
の
様
に
少
し
出
し
て

い
て
、
か
え
っ
て
色
気
を
感
じ
て
し
ま
う
。
”
あ
の
テ
ク

ニ
ッ
ク
が
私
に
も
あ
っ
た
ら
：
・
"
な
ん
て
回
診
中
不
ま
じ

め
な
事
を
考
え
た
り
し
て
い
る
。
こ
ち
ら
の
女
性
は
、
ま

•••• 

だ
子
供
と
思
え
る
子
で
も
笑
顔
が
色
っ
ぽ
い
の
だ
。

も
っ
と
楽
し
く
な
る
だ
ろ
う

こ
ち
ら
の
人
は
、
美
的
感
覚
の
良
し
悪
し
は
別
と
し
て
、

又
、
貧
困
の
差
で
物
の
良
悪
は
あ
る
と
し
て
も
み
ん
な
そ

れ
ぞ
れ
に
お
し
ゃ
れ
だ
。
全
身
を
覆
っ
た
黒
い
布
の
下
に

は
華
や
か
な
色
彩
の
洋
服
（
シ
ャ
ル
ワ
ル
・
カ
ミ
ー
ズ
）

で
あ
っ
た
り
、
装
飾
も
ハ
デ
で
あ
る
。
人
の
物
も
気
に
な

る
様
子
で
、
私
の
白
衣
の
下
に
着
て
い
る
シ
ャ
ル
ワ
ル
・

カ
ミ
ー
ズ
を
手
に
と
っ
て
は
、
”
あ

i
だ
、
こ

i
だ
…
“

と
い
っ
て
楽
し
ん
で
い
る
様
子
。
言
葉
が
わ
か
る
と
も
っ

と
楽
し
く
な
る
だ
ろ
う
と
思
う
。
言
葉
に
つ
い
て
は
、
中

村
先
生
は
、
何
回
も
塁
言
葉
は
だ
い
じ
で
す
ヨ
ー
＂
と
い

一
ヶ
月
の
見
聞
で
多
く
の
必
要
性
を
痛
感

小
幡
順
子
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「共に歩む」ワーカーを！！
PLSとJAMSでは日本からの

ワーカーを募纂しております。ただ

し、現地は熟練した医療技術者の腕

の発揮できる日本の医療現場からは

程遠いものです。これから 、現地事

情に合わせ、現地の「人づくり」を

目指し、一緒に築き上げてゆこうと

するものです。「高度の技術を教え

てやる」のではなく、「共に歩む」ワー

カーを歓迎します。

送り出す日本の社会は一般にゆと

りなく 、短期の協力でも大きな困難

があります。私共は現地でこれらの

方々の便宜を図ることしかできませ

んが、以下の条件で受け入れます。

①
 
募集対象：

医療技術者（医師、看護婦（士） 、

検査技師、理学療法士など）。又

は事務関係者で外国語（英語又は

現地語）の堪能な者。

② ワーカーは、現地で 1カ月、ペ

ルシャ語またはパシュトゥ語又は

ウルドゥ語を習得、現地の人々と

交わりを深めて仕事をしていただ

きます。

③ 派遺団体などからのサポートの

ない場合、ペシャワール会派遣と

し、 1年以上の方は、現地の住居

の便宜、及び現地生活費と日本か

らの往復交通費などを支給します。

④ 目的を持った見学であれば拒み

ません。但し、ゆきとどいたお世

話をするゆとりがありませんので、

依存せずに独力で来て下さい。（繁

忙期には断ることもあります）

詳しくは、ペシャワール会事務局

に直接お問い合わせ下さい。

〒810 福岡市中央区大名1-10-25

上村第2ビル307号 ペシャワール会

電話 092-731-2372 

092-725-3440〔分室〕

わ
れ
納
得
は
す
る
が
、
行
動
が
伴
わ
な
い
。
努
力
に
か
け

る
。
―
―
一
人
の
ワ
ー
カ
ー
の
内
で
一
番
勉
強
の
必
要
が
あ
る

私
が
一
番
熱
心
で
は
な
い
様
だ
。
反
省
、
反
省
。

先
日
、
午
後
か
ら
一
一
日
間
時
間
を
取
り
、
レ
プ
ロ
シ
ー

テ
ク
ニ
シ
ャ
ン
の
ヒ
ダ
ヤ
ッ
ト
と
、
藤
田
さ
ん
三
人
で
ペ

シ
ャ
ワ
ー
ル
市
内
の
患
者
さ
ん
の
家
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
に
出
か
け
た
。
病
院
外
で
の
仕
事
は
初
め
て
で
、
こ
ち

ら
の
生
活
状
況
や
、
患
者
や
そ
の
家
族
へ
の
コ
ン
タ
ク
ト

の
仕
方
な
ど
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
思
っ
た
以
上
に
時
間

を
要
し
、

一
度
に
多
く
を
ま
わ
る
の
は
困
難
だ
が
、
数
軒

ま
わ
っ
た
だ
け
で
も
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
必
要
性
を

感
じ
た
。
私
と
藤
田
さ
ん
は
女
性
が
い
る
所
へ
通
さ
れ
、

ヒ
ダ
ヤ
ッ
ト
は
、
女
性
が
い
る
所
へ
は
通
さ
れ
ず
、
別
の

場
所
で
男
性
を
診
る
。
泥
で
造
ら
れ
た
家
は
、
思
っ
た
以

上
に
す
ず
し
か
っ
た
。

ら
い
に
つ
い
て
は
、
体
の
チ
ェ
ッ
ク
診
断
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
む
ず
か
し
そ
う
で
、
こ
れ
か
ら
の
事
を
考
え
る
と
不

安
で
も
あ
る
。

あ
っ
と
い
う
間
に
ニ
ヶ
月
が
す
ぎ
た
が
、
＂
そ
ろ
そ
ろ

が
ん
ば
っ
て
み
て
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
＂
と
、
自
分
に
い

い
き
か
せ
て
い
る
今
日
こ
の
ご
ろ
で
あ
る
。

〈
メ
ッ
セ
ー
ジ
〉
編
集
部
の
皆
さ
ん
へ
、
お
つ
か
れ
さ
ま

で
す
。
あ
と

1
ヶ
月
し
た
ら
博
多
で
は
“
山
笠
“
で
に
ぎ

わ
う
ん
だ
ろ
う
な
あ
と
考
え
な
が
ら
害
い
て
い
ま
し
た
。

私
は
山
笠
だ
い
す
き
の
、
”
の
ぼ
せ
も
ん
“
で
、
毎
年
見

に
行
っ
て
い
た
ん
で
す
ヨ
。
こ
ち
ら
に
来
る
時
も
、
”
四

月
に
行
こ
う
か
、
山
笠
を
み
て
か
ら
行
こ
う
か
“
な
ん
て
、

考
え
て
い
た
ん
で
す
か
ら
…
。
あ
の
”
お
し
り
の
形
が
な

ん
と
も
い
え
ず
い
い
で
す
ネ
ー
。
”
お
し
り
”
と
い
え
ば
、

こ
ち
ら
で
は
、
イ
ー
ド
前
ま
で
、
羊
た
ち
が
＂
も
こ
も
こ

の
お
し
り
“
を
プ
リ
プ
リ
ふ
り
な
が
ら
歩
い
て
い
る
の
が

み
ょ
う
に
か
わ
い
か
っ
た
の
で
す
が
、
み
ん
な
イ
ー
ド
で

食
べ
ら
れ
ち
ゃ
っ
た
の
か
し
ら
．
．
．
。
今
は
、
町
を
あ
ま
り

歩
い
て
い
な
い
の
で
す
。
…
…
私
っ
て
ヘ
ン
？

PLSで診察するサイード医師
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家
族
的
な
雰
囲
気
の
中
で

,
1
,1
、

ー

一
今
度
は
一
人
の
医
師
と
し
て

l

一
訪
れ
て
み
た
い

一

◇
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九
州
大
学
医
学
部
五
年
生
、
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土
心
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,
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1
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i
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春
休
み
の
二
週
間
、
私
は
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の
中
村
哲
先

生
の
も
と
で
勉
強
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
私
は
中

村
先
生
の
出
身
校
で
も
あ
る
九
州
大
学
医
学
部
の
五
年
生

で
、
熱
帯
医
学
研
究
会
と
い
う
と
こ
ろ
に
所
属
し
て
い
ま

す
。
顧
問
の
教
授
の
紹
介
で
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
と
中
村
先

生
の
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
皆
様
の
御
好
意
で
今
回
の
運

び
と
な
り
ま
し
た
。

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
で
は
滞
在
中
の
大
半
を

P
L
S
で
過
ご

し
ま
し
た
。
十
一
月
に
発
足
し
た

P
L
S
で
は
優
秀
な
ス

タ
ッ
フ
も
集
ま
り
、
活
動
の
方
も
軌
道
に
乗
っ
た
よ
う
で

し
た
。
中
村
先
生
も
は
じ
め
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
家
族
的
な

雰
囲
気
の
中
で
生
き
生
き
と
働
い
て
い
る
の
が
、
と
て
も

印
象
的
で
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
と

一
緒
に
先
生
の
回
診
に
参

加
し
た
り
、
ら
い
患
者
さ
ん
の
傷
の
ケ
ア
や
手
術
も
見
学

し
ま
し
た
。
人
手
が
足
り
な
い
と
き
は
、
私
も
手
伝
い
に

入
り
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
患
者
さ
ん
や
ス
タ
ッ
フ
の

人
と
も
仲
良
く
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大
学
病
院
で

は
決
し
て
で
き
な
い
貴
重
な
体
験
実
習
が
で
き
て
、

実
り

多
い

二
週
間
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
は
、
中
村
先
生
を
取
材
に
来
た
フ
リ
ー
の
カ
メ
ラ
マ

ン
と
一
緒
に
、
ス
タ
ッ
フ
ハ
ウ
ス
で
日
本
人
ワ
ー
カ
ー
の

方
と
寝
食
を
共
に
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
と
て
も
明
る
＜
気

さ
く
で
、
夕
食
の
あ
と
雑
談
す
る
の
が
何
よ
り
も
楽
し
か

っ
た
で
す
。
現
地
事
情
か
ら
患
者
さ
ん
や
ス
タ
ッ
フ
の
こ

と
か
ら
オ
ウ
ム
真
理
教
の
こ
と
ま
で
、
話
題
は
尽
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

身
近
な
と
こ
ろ
で
接
し
て
実
感
し
た
の
で
す
が
、
日
本

人
ス
タ
ッ
フ
の
方
は
素
適
な
方
で
し
た
。
看
護
婦
の
藤
田

さ
ん
は
ベ
テ
ラ
ン
だ
け
あ
っ
て
、
現
地
の
医
療
ス
タ
ッ
フ

を
上
手
に
取
り
仕
切
っ
て
い
て
、
あ
る
意
味
で
は
中
村
先

生
以
上
で
す
。
バ
ザ
ー
ル
ヘ
の
薬
品
の
買
い
出
し
や
女
性

患
者
さ
ん
の
ケ
ア
で
と
て
も
忙
が
し
そ
う
で
し
た
。

理
学
療
法
士
の
倉
松
さ
ん
に
は
と
て
も
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
倉
松
さ
ん
の
お
か
げ
で
、
ス
タ
ッ
フ
や
患
者
さ

ん
と
も
う
ま
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
ま
し
た
。

飾
り
気
の
な
い
倉
松
さ
ん
の
人
柄
が
と
て

も
好
き
で
し
た
。

検
査
技
師
の
松
本
さ
ん
に
は
頭
が
下
が

る
思
い
で
す
。
七
十
オ
を
過
ぎ
て
仕
事
に

打
ち
込
ま
れ
る
姿
を
見
て
、
軟
弱
な
自
分

を
恥
じ
る
ば
か
り
で
す
。
私
の
滞
在
中
体

調
を
崩
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
心
配
で
す
。

中
村
先
生
も
、

P
L
S
の
事
が
一
段
落

し
た
せ
い
か
、
と
て
も
お
元
気
そ
う
で
し

た
。
暇
な
時
、
私
は

P
L
S
の
ラ
ボ
で
勉

強
し
て
い
た
の
で
す
が
先
生
の
部
屋
へ
質

問
に
行
く
と
、
「
ま
あ
、
お
茶
で
も
飲
ま

ん
で
す
か
。
」
と
言
わ
れ
、
つ
い
つ
い
長

居
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
皆
さ
ん
健
全
な
心
の
持
ち
主
で
あ
り
、

そ
し
て
普
通
の
平
凡
な
人
達
で
し
た
。
現
地
の
ス
タ
ッ
フ

や
患
者
さ
ん
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の
街
の
人
々
に
も
同
じ
こ

と
が
言
え
ま
す
。
「
結
局
人
は
人
な
ん
だ
」
と
い
う
、
極

く
当
た
り
前
の
こ
と
な
の
で
す
が
、
そ
れ
が
わ
か
っ
た
こ

と
が
、
私
に
は

一
番
の
収
穫
で
し
た
。
将
来
医
療
に
携
わ

る
時
も
、
こ
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
い
た
い
と
思
い
す
。

現
在
は
、
再
び
日
本
で
日
常
生
活
の
忙
し
さ
に
追
わ
れ

る
毎
日
で
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の
こ
と
も
遠
い
思
い
出
の
よ

う
に
思
え
ま
す
。
し
か
し
縁
あ
ら
ば
、
今
度
は
是
非
一
人

の
医
師
と
し
て
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
を
訪
れ
、
働
い
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
中
村
先
生
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル

会
事
務
局
の
方
を
は
じ
め
、
お
世
話
に
な
っ
た
皆
さ
ま
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に

日本の「ドウギ」で現地青年と記念の一枚
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実
戦
部
隊
を
養
成

お
元
気
で
し
ょ
う
か
。
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
戻
る
と
日
差

し
が
強
烈
で
す
。
暗
い
部
屋
か
ら
屋
外
に
出
る
と
め
ま
い

が
し
ま
す
。
例
年
な
ら
夏
は
「
休
戦
状
態
」
で
病
棟
が
閑

散
と
し
て
い
る
の
で
す
が
、
今
年
は
ま
だ
エ
ア
コ
ン
も
入

れ
て
な
い
の
に
、
予
想
し
た
程
に
は
減
る
様
子
が
あ
り
ま

せ
ん
。

P
L
S
の
仕
事
が
着
実
に
根
を
下
ろ
し
て
い
る
の

を
感
じ
ま
す
。
現
地
ス
タ
ッ
フ
と
日
本
人
ワ
ー
カ
ー
が
一

体
に
な
っ
て
、
よ
く
仕
事
が
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
の
病
棟
の
大
き
な
目
標
の
一
っ
は
、
若
い
ス
タ
ッ

フ
た
ち
（
た
い
て
い
高
校
生
程
度
の
年
令
）
の
訓
練
で
す
。

藤
田
看
設
婦
や
中
堅
の
現
地
ら
い
診
療
員
・
医
師
が
意
欲

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
現
地
で
も
実
戦
的

な
ら
い
診
療
を
す
る
医
療
ワ
ー
カ
ー
が
大
変
少
な
く
、
多

少
学
歴
を
身
に
付
け
て
し
ま
う
と
手
を
汚
す
仕
事
を
嫌
が

る
傾
向
が
強
い
か
ら
で
す
。
信
じ
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
が
、

何
と
「
ら
い
診
療
員
」
の
資
格
者
さ
え
し
ば
し
ば
そ
う
な

の
で
す
。
結
局
、
「
自
分
の
手
で
実
戦
部
隊
を
養
成
す
る

ほ
か
な
し
」
と
い
う
の
が
十
年
後
の
結
論
で
、
速
回
り
の

よ
う
で
も
こ
れ
が
最
善
で
す
。
わ
が
生
徒
た
ち
は
実
に
生

き
生
き
し
て
い
て
、
先
を
思
え
ば
頼
も
し
い
も
の
で
す
。

彼らの瞳の輝きがある限り、この事業は安泰です。

現在四名を訓練中で、フィールドワークを予定し

ているチトラール現地から更に若干名を加え、少

しずつ軌道に乗りつつあります。

JAMS百名に比べて、PLS三十名という小

さなグループですが、同様に一種の衿持と明るさ

がみなぎっています。この十数年、パキスタンや

アフガニスタンでも内乱・テロ・インフレなどの

暗いニュースがあふれる中、すがすがしい健全な

活気があります。

マストゥジ地域（ヤルクン河流域全長―一五キ

ロ）への医療活動の方も、着々と準備されていま

す。同地は、ヒンズークッシュ山脈の最高峰ティ

リチミール（七七0八メートル）の北部山岳地帯

で、北辺チトラールの中でも僻地中の僻地と言わ

れる所です。当然、医療関係者は誰も行きたがら

ず、らいの調壺は皆無です。四月に既に調壺が始

まり、六月中に中継基地がおかれます。

嬉しいことを付け加えますと、アフガニスタン

国内に置かれたJAMS診療所付近から、ロコミ

でらいの早期患者が続々とPLSに来ていること

です。初めは長大な渓谷を前に、正直戸惑いを覚

． 
ベ 着シ
ヤ 実ワ
I にル
か 根ら
の を
孟 ぉ
ろ
す

J 
p 

A L M 
s 
顧 s 問
医
師

p 
L 
s 
覧

中
村

哲

え
ま
し
た
が
、

三
年
に
し
て
よ
う
や
く
効
果
が
現
れ
て
き

ま
し
た
。
中
に
は
バ
ザ
ー
ル
で
う
ち
の
警
備
員
か
ら
知
ら

さ
れ
て
自
発
的
に
き
た
者
も
い
ま
す
。
人
々
は
よ
く
見
て

い
ま
す
。
実
際
の
良
い
サ
ー
ビ
ス
と
「
地
元
の
協
力
」
が

い
か
に
重
要
か
、
改
め
て
思
い
ま
す
。

き
ざ
し

悪
性
マ
ラ
リ
ア
流
行
の
兆

J
A
M
S
ヌ
ー
リ
ス
タ
ン
・
ワ
マ
診
療
所
の
方
は
、
間

も
な
く
発
電
設
備
を
備
え
、
冷
蔵
庫
が
使
え
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
つ
ま
り
ワ
ク
チ
ン
保
存
が
で
き
、
全
渓
谷
で
接

種
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
に
急
流

に
水
路
を
開
く
難
工
事
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
が
、
実

現
に
向
け
て
確
実
に
一
歩
が
踏
み
出
さ
れ
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。

改
め
て
思
い
ま
す
と
、

J
A
M
s
/
P
L
S
の
活
動
は

実
に
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
教
育
、
装
具
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
オペ中の中村医師と藤田看護婦
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PLSスタッフー同そろっての夕食

プ
、
土
木
工
事
、
防
衛
隊
、
住
民
と
の
折
衝
、
発
電
設
備

の
建
設
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
用
車
両
の
修
理
場
と
、
基

礎
的
な
機
能
の
整
備
が
あ
り
、
不
動
の
安
定
感
を
与
え
て

い
る
と
言
え
ま
す
。

新
し
く
送
ら
れ
た
車
両
二
台
は

一
週
間
前
、
無
事
手
元

に
つ
き
ま
し
た
。
強
奪
さ
れ
た
車
両
の
う
ち

一
台
は
奪
回

さ
れ
て
修
理
中
で
す
。
ポ
ン
コ
ツ
・
ジ
ー
プ
の
奪
回
に
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
費
や
す
事
を
不
思
議
が
る
方
も
い
る
と
思
い

ま
す
が
、
山
岳
地
帯
の
孤
島
と
も
い
う
べ
き
診
療
所
に
と

...
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▼
未
使
用
の
切
手
・
ハ
ガ
キ
を
1
・▲

~

＊
会
報
の
発
送
費
に
、
年
間
百
万
円
以
上
が
か
か
っ
―

~
て
お
り
ま
す
。
未
使
用
の
切
手
・
書
き
損
じ
の
ハ
ガ
~

~
キ
等
お
送
り
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

~

~
（
古
切
手
は
扱
っ
て
お
り
ま
せ
ん
）

~
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六

月

四

日

中

村

哲

っ
て
「
輸
送
」
が
一
っ
の
生
命
線
だ
と
い
う
実
感
が
日
本

の
方
々
に
お
分
か
り
で
し
ょ
う
か
。
八
台
の
ジ
ー
プ
は
フ

ル
回
転
で
す
。
治
安
悪
化
の
中
を
く
ぐ
る
独
力
輸
送
は
並

大
抵
で
は
な
く
、
住
民
の
支
持
を
背
景
に
武
装
集
団
の
脅

し
に
対
し
て
も
断
固
た
る
態
度
で
臨
み
、
何
と
か
確
保
で

き
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
が
ま
た
、
地
元
住
民
と
の
絆
を
深

め
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

な
お
、
今
年
は
雨
が
多
か
っ
た
せ
い
か
、
ダ
ラ
エ
・
ヌ
ー

ル
を
中
心
に
マ
ラ
リ
ア
発
生
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
今
年

の
傾
向
は
悪
性
マ
ラ
リ
ア
が
初
め
か
ら
多
数
見
ら
れ
る
事

で
す
。

二
年
前
お
そ
ら
く

一
万
名
を
下
ら
ぬ
犠
牲
を
出
し

た
大
流
行
を
考
え
る
と
、
不
気
味
な
兆
候
で
す
。
他
方
、

ヌ
ー
リ
ス
タ
ン
で
は
デ
ン
グ
出
血
熱
と
思
わ
れ
る
病
気
が

流
行
、
少
な
く
と
も
五
十
名
が
死
亡
し
ま
し
た
。
こ
ち
ら

の
方
は
犠
牲
者
は
す
く
な
い
の
で
す
が
、
原
因
が
明
ら
か

で
な
く
「
黒
い
斑
点
が
出
て
死
ぬ
」
と
い
う
噂
が
広
が
り
、

す
ぐ
に
も
直
接
現
地
で
調
査
・
対
策
に
の
り
だ
す
予
定
で

お
り
ま
す
。

忙
し
い
夏
に
な
り
そ
う
で
す
が
、
皆
様
も
ど
う
ぞ
お
元

気
で
。
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＊
今
年
も
中
村
先
生
が
無
事
帰
国
さ
れ
た
。
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
を
行
っ
た
チ
ト
ラ
ー
ル
の
強
い
日
差
し
で
、
二
回
顔

の
皮
が
剥
け
た
と
の
こ
と
だ
が
、
賜
に
灼
け
て
お
元
気
そ
う

で
あ
る
。
先
生
に
よ
る
と
、
今
回
の
マ
ス
ツ
ジ
か
ら
ワ
ハ
ン

回
廊
に
い
た
る
渓
谷
、
ヤ
ル
ク
ン
河
上
流
は
ヌ
ー
リ
ス
タ
ン

が
箱
庭
に
見
え
る
は
ど
広
大
な
地
域
で
、
マ
ス
ツ
ジ
か
ら
ボ

ロ
ー
ゴ
ル
峠
ま
で
は
徒
歩
で
五
日
の
距
離
に
な
る
。
四
輪
駆

動
で
の
運
行
は
無
理
で
、
墟
馬
だ
と
水
を
怖
が
る
た
め
馬
が

最
適
か
つ
必
要
と
い
う
。
車
だ
け
で
な
く
、
馬
も
飼
わ
な
き
ゃ

い
け
な
い
と
い
う
の
は
大
変
そ
う
で
す
が
、
な
に
も
か
も
が

瞬
時
に
移
動
す
る
、
高
度
情
報
化
社
会
の
日
本
か
ら
見
る
と
、

な
ん
か
い
い
で
す
ね
。

*
P
L
S
（
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
・
レ
プ
ロ
シ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
）

は
着
実
に
現
地
に
根
付
い
て
い
る
よ
う
で
、
自
前
の
治
療
セ

ン
タ
ー
と
し
て
の
威
力
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
つ
つ
あ
る
よ
う

で
す
。
中
村
先
生
も
お
書
き
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
、
ア
フ

ガ
ン
情
勢
が
不
透
明
な
う
え
に
、
バ
キ
ス
タ
ン
政
府
の
、
難

民
に
対
す
る
対
応
が
シ
ビ
ア
ー
に
な
り
つ
つ
あ
る
な
か
、
政

府
公
認
の

P
L
S
の
存
在
は
、
き
わ
め
て
重
要
か
つ
力
強
い

も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
現
地
ス
タ
ッ
フ
は
も
ち
ろ
ん
日
本

人
ワ
ー
カ
ー
の
健
闘
を
祈
り
ま
す
。

ダ
ラ
エ
・
ヌ
ー
ル
ヘ
の
道

ー
ー
ア
フ
ガ
ン
難
民
と
と
も
に

中
村
哲
四
六
判
上
製
三
二
六
頁
定
価
二

0
六

0
円

ひ
と
り
の
日
本
人
医
師
が
、
現
地
と
の
軋
礫
、
日
本
人
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
挫
折
、
自
ら
の
内
面
の
検
証
等
、
血
の
噴
き
出

す
苦
闘
を
通
し
て
、
ニ
ッ
ポ
ン
と
は
何
か
、
「
国
際
化
」
と

は
何
か
、
を
根
底
的
に
問
い
直
す
渾
身
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

石
風
社

虹
曙
翡
頸
竺
配
厨
戸

●
事
務
局
だ
よ
り

絵
葉
書
を
作
り
ま
す

＊
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
で
絵
葉
世
を
作
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

会
の
存
在
を
よ
り
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
と
、
収
益
を

活
動
費
の
一
部
に
当
て
る
た
め
で
す
。

絵
葉
書
は
二
種
類
作
り
ま
す
。

一
組
は
カ
ラ
ー
の
写
真
五

枚
組
で
、
題
し
て
「
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の
祈
り
」
パ
キ
ス
タ
ン

の
風
物
や
こ
ど
も
た
ち
の
写
真
と
中
村
哲
医
師
の
診
療
風
禁

が

一
枚
で
す
。
撮
影
は
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
理
事
の
美
奈
川

成
章
弁
護
士
で
す
。
も
う

一
組
は
会
報
の
表
紙
を
描
い
て
い

た
だ
い
て
い
る
甲
斐
大
策
氏
に
よ
る
ペ
ン
画
。
題
し
て
「
ペ

シ
ャ
ワ
ー
ル
ヘ
の
道
し
で
、
ア
フ
ガ
ン
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の

世
界
を
細
密
に
描
い
た
五
枚
組
で
す
。

(
9
月
出
来
上
が
り
）

そ
れ
ぞ
れ
販
売
価
格
は
五
百
円
で
す
。
二
祖
セ
ッ
ト
（
千

円
）
で
ご
注
文
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
（
送
料
は
九
組
セ
ッ

ト
ま
で
一
律
百
九
十
円
、
十
紐
セ
ッ
ト
以
上
は
送
料
不
要
）
。

講
派
会
等
で
の
販
売
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

＊
入
会
案
内
の
新
し
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
出
来
上
が
り
ま
し

た
。
会
員
の
拡
大
の
た
め
に
ご
活
用
い
た
だ
き
た
く
、
必
要

枚
数
を
お
知
ら
せ
頂
け
れ
ば
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

＊
中
村
先
生
は
、
毎
年
七
ー
九
月
中
旬
と
十
二
月
中
旬
ー
ニ

月
は

H
本
に
帰
国
さ
れ
て
い
ま
す
。
講
演
会
を
ご
計
画
の
方
、

グ
ル
ー
プ
は
早
め
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
て
[
増
霊

中
村
哲

四
六
判
上
製
二
六

0
頁

定

価

一

八

五

四

円

石
風
社

闘
市Orp
疇
噂
竺
剛
町
彗
八

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
診
療
所
か
ら

中
村
哲

B
6
判
並
製
二

0
0頁
定

価

―

1
0
0円

東
京
都
台
東
区
蔵
前
ニ
ー

六
—

四

屯

話

0
三
（
五
六
八
七
）

二
六
七

0

筑
摩
書
房

①
本
会
の
名
称
を
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
と
す
る
。

②
会
は
、
中
村
哲
医
師
の
パ
キ
ス
タ
ン
北
西
辺
境

州
な
ら
び
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
医
療
活
動
を

支
援
し
、
必
要
な
情
宜
・
募
金
活
動
と
と
も
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ワ
ー
カ
ー
の
派
遣
を
行
う
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

③
本
会
は
、
思
想
・
信
条
に
と
ら
わ
れ
ず
、
「
支
え

あ
い
」
の
精
神
で
一
致
し
て
会
を
運
営
す
る
。

④
会
員
は
一
口
年
額
三
、

0
0
0円
以
上
、
学
生
会

員
一
ロ
一
、

0
0
0円
以
上
、
特
別
会
員
一
ロ
一

0
、

0
0
0円
以
上
の
年
会
牲
を
納
入
す
る
。

⑤
会
員
は
そ
れ
ぞ
れ
可
能
な
範
囲
で
、
自
ら
創
意
エ

夫
し
て
自
由
な
や
り
方
で
支
援
活
動
を
行
う
。

⑥
本
会
は
会
誌
の
発
行
を
、
会
員
は
会
の
拡
大
に
努

め
る
。

⑦
本
会
は
総
会
に
於
て
若
干
名
の
運
営
委
員
を
選
任

し
会
の
運
営
を
行
う
。

役
員
の
改
選
は
毎
年
総
会
に
て
行
う
。

⑧
毎
年

一
回
総
会
を
開
き
、
会
計
報
告
お
よ
び
会
の

運
営
に
つ
い
て
審
議
す
る
。

⑨
本
会
の
事
務
局
を

F
A
R
A
H
O
U
S
E

(
-
T
八
一

0
福
岡
市
中
央
区
大
名
一
丁
目
一
〇
ー

二
五
上
村
第
ニ
ビ
ル
―
―

1
0七
号

6
七
三
一
，
ニ

三
七
二
）
内
に
お
く
。
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